
山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
五
十
一
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日　

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

七
五
九

木 曜 日

第
二
千
七
百
五
十
一
号

平
成
二
十
九
年

十
二
月
七
日

山
梨
県
公
報

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

告　
　
　

示

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
（
三
件
）	

七
五
九

○
道
路
の
供
用
開
始	

七
六
〇

○
有
害
図
書
類
の
指
定	

七
六
〇

　
　
　
　

公　
　
　

告

○
公
共
測
量
の
実
施
（
二
件
）	

七
六
〇

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

七
六
〇

　
　
　
　

公
安
委
員
会

○
信
号
機
の
設
置
等
交
通
規
制
の
告
示
の
一
部
改
正	

七
六
一

　
　
　
　

正　
　
　

誤

○
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日
付
第
二
千
七
百
号
中	

七
六
四

○
平
成
二
十
九
年
八
月
十
七
日
付
第
二
千
七
百
二
十
二
号
中	

七
六
四

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所　

都
留
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

公
衆
の
保
健

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

2
	　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

3　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

	　
（「
次
の
図
」
及
び「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

都
留
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一	　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所　

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

公
衆
の
保
健

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

2
	　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

3　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

	　
（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

富
士
河
口
湖
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一	　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所　

南
都
留
郡
道
志
村
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

公
衆
の
保
健

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
五
十
一
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

七
六
〇

　
　

2
	　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

3　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

	　
（「
次
の
図
」
及
び「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

道
志
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

	
山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

市
川
三
郷
山

梨
自
転
車
道

線

中
央
市
大
田
和
字
長
正
寺
四
四
二
番

地
先
か
ら

中
央
市
大
田
和
字
上
土
井
外
笛
吹
川

右
岸
堤
防
敷
地
先
ま
で

四
八
九
・
〇

平
成
二
十
九

年
十
二
月
七

日

山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
六
号

　

青
少
年
保
護
育
成
の
た
め
の
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
三
号
）

第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の
を
有
害
図
書
類
と
し
て
指
定
し
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月

十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

指
定
す
る
図
書
類
（
雑
誌
）
の
名
称
及
び
発
行
所

名　
　
　
　
　
　
　
　

称

発　
　

行　
　

所

悩
殺
レ
ッ
ス
ン

〜
ふ
た
り
っ
き
り
の
誘
惑
個
人
授
業
〜

コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

本
当
に
あ
っ
た
Ｈ
な
体
験
教
え
ま
す

淫
婦
艶
妻
編

リ
イ
ド
社

月
刊
劇
漫
ス
ペ
シ
ャ
ル　

2
0
1
7　

1
2
月
号　
　
　

竹
書
房

二	　

指
定
す
る
理
由　

著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
甚
だ
し
く
粗
暴
性
を
助
長
し
、
又
は
著
し
く
犯

罪
を
誘
発
す
る
等
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

公　
　
　

告

◉　

公
共
測
量
の
実
施

　

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
甲
府
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、

同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一	　

測
量
の
種
類　

公
共
測
量
（
航
空
写
真
撮
影
）

二　

測
量
の
地
域　

甲
府
市

三　

測
量
の
期
間　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

◉　

公
共
測
量
の
実
施

　

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
上
野
原
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の

で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一	　

測
量
の
種
類　

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
）

二　

測
量
の
地
域　

上
野
原
市
全
域

三　

測
量
の
期
間　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
二
十
六
日
ま
で

◉　

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

七
六
〇



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
五
十
一
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

七
六
一

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一	　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
西
湖
字
桑
留
尾
浜
千

四
十
四
番
、
千
四
十
五
番
、
千
五
十
一
番
、
千
五
十
二
番
一
、
千
五
十
二
番
二
、
千
五
十
三
番
一
、

千
五
十
三
番
二
、
千
五
十
三
番
五
、
千
五
十
三
番
六
及
び
千
五
十
三
番
七
の
区
域

二	　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
西
湖
九
百
九
十
七
番
地　

株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
リ
ゾ
ー
ト　

代
表
取
締
役　

和
田
孝
雄

　
　
　
　
　
　

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
五
十
七
号

　

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長　
　

尾　
　

方　
　
　
　
　

恵　
　

　

別
表
第
一
中

「
八
五　

甲
府
市
大
和
町
三
番
二
七
号
先
（
県

道
甲
府
敷
島
韮
崎
線
）

北
中
学
校
入
口
平
成
六
年
九
月
一
二
日　

告
示
第
三
五
号

」

を「
八
五　

甲
府
市
大
和
町
三
番
二
七
号
先
（
主

要
地
方
道
甲
府
韮
崎
線
と
市
道
と
の

四
差
路
交
差
点
）

北
中
学
校
南

平
成
二
九
年
一
二
月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

」

に
、

「
三
〇
三

　

甲
府
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
番
一
号
先

（
県
道
緑
が
丘
公
園
線
と
市
道
と
の
緑
が
丘
総
合
公

園
東

平
成
二
六
年
一
〇
月
三
〇
日

告
示
第
一
二
〇
号

丁
字
路
交
差
点
東
側
）

」

を「
三
〇
三

　

甲
府
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
番
一
号
先

（
県
道
緑
が
丘
公
園
線
と
市
道
と
の

丁
字
路
交
差
点
東
側
）

緑
が
丘
総
合
公

園
東

平
成
二
六
年
一
〇
月
三
〇
日

告
示
第
一
二
〇
号

三
〇
四
甲
府
市
荒
川
二
丁
目
一
、
〇
一
九
番

地
二
先
（
市
道
同
士
の
三
差
路
交
差

点
）

荒
川
二
丁
目
東
平
成
二
九
年
一
二
月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

」

に
、

「
三
八
七
甲
府
市
朝
気
二
丁
目
一
番
二
三
号
先

（
国
道
四
一
一
号
（
城
東
バ
イ
パ

ス
）
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

朝
気
二
丁
目

平
成
二
九
年
九
月
一
一
日

告
示
第
一
〇
九
号

」

を「
三
八
七
甲
府
市
朝
気
二
丁
目
一
番
二
三
号
先

（
国
道
四
一
一
号
（
城
東
バ
イ
パ

ス
）
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

朝
気
二
丁
目

平
成
二
九
年
九
月
一
一
日

告
示
第
一
〇
九
号

三
八
八
中
央
市
布
施
二
、
〇
八
八
番
地
先

（
主
要
地
方
道
甲
府
市
川
三
郷
線
と

市
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

布
施

平
成
二
九
年
一
二
月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

」

に
、

「
一
八
〇

　

南
ア
ル
プ
ス
市
沢
登
九
七
七
番
地
先

（
市
道
同
士
の
十
字
路
交
差
点
）

南
ア
ル
プ
ス
市

消
防
本
部
前

平
成
二
八
年
一
一
月
一
七
日

告
示
第
一
三
五
号

」

を「
一
八
〇

南
ア
ル
プ
ス
市
沢
登
九
七
七
番
地
先

（
市
道
同
士
の
十
字
路
交
差
点
）

南
ア
ル
プ
ス
市

消
防
本
部
前

平
成
二
八
年
一
一
月
一
七
日

告
示
第
一
三
五
号



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
五
十
一
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

七
六
二

一
八
一
南
ア
ル
プ
ス
市
藤
田
一
、
五
一
二
番

地
先

若
草
な
か
よ
し

児
童
館
前

平
成
二
九
年
一
二
月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

」

に
、

「
九
六　

北
杜
市
長
坂
町
渋
沢
一
、
〇
〇
七
番

地
一
九
先
（
市
道
同
士
の
十
字
路
交

差
点
）

北
杜
高
校
前

平
成
二
七
年
一
〇
月
二
二
日

告
示
第
一
一
八
号

」

を「
九
六

北
杜
市
長
坂
町
渋
沢
一
、
〇
〇
七
番

地
一
九
先
（
市
道
同
士
の
十
字
路
交

差
点
）

北
杜
高
校
前

平
成
二
七
年
一
〇
月
二
二
日

告
示
第
一
一
八
号

九
七

北
杜
市
長
坂
町
夏
秋
五
〇
〇
番
地
先

（
農
道
同
士
の
十
字
路
交
差
点
）

夏
秋

平
成
二
九
年
一
二
月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

九
八

北
杜
市
高
根
町
下
黒
澤
一
、
七
六
四

番
地
一
先
（
主
要
地
方
道
北
杜
八
ヶ

岳
公
園
線
と
農
道
と
の
十
字
路
交
差

点
）

下
黒
澤

平
成
二
九
年
一
二
月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

」

に
、

「
一
七
〇

　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
五
、
六
〇
一
番

地
一
六
先
（
県
道
と
市
道
と
の
十
字

路
交
差
点
）

富
士
パ
イ
ン
ズ

パ
ー
ク
南

平
成
二
九
年
七
月
三
一
日

告
示
第
八
九
号

」

を「
一
七
〇

富
士
吉
田
市
上
吉
田
五
、
六
〇
一
番

地
一
六
先
（
県
道
と
市
道
と
の
十
字

路
交
差
点
）

富
士
パ
イ
ン
ズ

パ
ー
ク
南

平
成
二
九
年
七
月
三
一
日

告
示
第
八
九
号

一
七
一
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口
六
八

二
番
地
先
（
主
要
地
方
道
河
口
湖
精

進
線
と
町
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

河
口
湖
北
中
学

校
東

平
成
二
九
年
一
二
月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

一
七
二
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口
三
、

二
一
〇
番
地
先
（
主
要
地
方
道
河
口

湖
精
進
線
と
町
道
と
の
十
字
路
交
差

点
）

河
口
湖
北
中
学

校
前

平
成
二
九
年
一
二
月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

」

に
改
め
る
。

　

別
表
第
四
の
四
一
七
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
一
七

　

市
道　

甲
府
市
城
東
四
丁
目
一
六

番
一
〇
号
先
か
ら
甲
府
市

城
東
四
丁
目
一
六
番
六
号

先
ま
で
（
一
九
メ
ー
ト

ル
）

車
両

車
両
進
行

西
か
ら
東

へ
終
日

甲
府
平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

別
表
第
六
の
五
七
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
七
五

　

県
道
島

上
条
宮

久
保
絵

見
堂
線

　

甲
斐
市
大
垈
六
六
一
番

地
三
先
（
県
道
と
農
道

と
の
変
則
交
差
点
）

北
進
す

る
大
型

自
動
車

、
大
型

特
殊
自

動
車
、

大
型
貨

物
自
動

車

終
日　

韮
崎

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

　

別
表
第
十
の
三
、
〇
七
五
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
、
〇
七
五

　

県
道
中

下
条
甲

府
線　

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
一
四
番
一
三

号
先

三

甲
府

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

　

別
表
第
十
の
三
、
二
四
九
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
、
二
四
九

　

削
除　

　

　

富
士
吉
田

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

　

別
表
第
十
の
五
、
一
六
五
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
五
十
一
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

七
六
三

五
、
一
六
五

　

農
道　

北
杜
市
長
坂
町
夏
秋
五
〇
〇
番
地
先

二

北
杜

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

　

別
表
第
十
の
五
、
五
三
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
、
五
三
四

　

市
道　

甲
府
市
荒
川
二
丁
目
一
、
〇
一
九
番

地
二
先

一

甲
府

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

五
、
五
三
五

県
道
中

下
条
甲

府
線

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
三
番
六
号
先

一

甲
府

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

五
、
五
三
六

町
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯
喰
六
二
一
番
地

二
先

一

南
甲
府

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

五
、
五
三
七

市
道

甲
府
市
西
下
条
町
二
八
一
番
地
二
先

一

南
甲

府

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

五
、
五
三
八

市
道

南
ア
ル
プ
ス
市
十
五
所
七
五
九
番
地

一
四
先

一

南
ア
ル
プ
ス

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

五
、
五
三
九

主
要
地

方
道
北

杜
八
ヶ

岳
公
園

線

北
杜
市
高
根
町
下
黒
澤
一
、
七
六
四

番
地
一
先

一

北
杜

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

五
、
五
四
〇

町
道

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
鰍
沢
一
、
五
六

七
番
地
先

一

鰍
沢

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

五
、
五
四
一

主
要
地

方
道
富

士
川
身

延
線

南
巨
摩
郡
身
延
町
角
打
二
、
六
三
五

番
地
二
先

一

南
部

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

五
、
五
四
二

主
要
地

方
道
河

口
湖
精

進
線

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口
三
、

二
一
〇
番
地
先

四

富
士

吉
田

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

別
表
第
十
四
の
四
一
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
一　

国
道
五

二
号　

甲
府
市
上
石
田
一
丁

目
一
〇
番
二
〇
号
先

（
貢
川
橋
西
詰
交
差

点
）
か
ら
甲
斐
市
竜

王
一
、
三
四
〇
番
地

二
先
（
竜
王
立
体
交

差
点
）
ま
で
の
両
側

三
、
四
九
〇
車
両
（
原

付
・
け
ん

引
②
③
を

除
く
。）　

四
〇

甲
府

韮
崎

平
成
二
九

年
一
二
月

七
日

告
示
第
一

五
七
号

別
表
第
十
四
の
五
六
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
六　

国
道
一

四
一
号

　

北
杜
市
高
根
町
長
沢

四
五
九
番
地
先
（
長

沢
交
差
点
）
か
ら
北

杜
市
高
根
町
清
里

三
、
五
七
〇
番
地
先

（
国
道
一
四
一
号
と

市
道
と
の
丁
字
路
交

差
点
南
側
）
ま
で
の

両
側

三
、
八
五
六
車
両
（
原

付
・
け
ん

引
①
②
③

を
除
く
。）

五
〇

北
杜

平
成
二
九

年
一
二
月

七
日
告
示
第
一

五
七
号

別
表
第
十
四
の
四
二
八
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
二
八

　

主
要
地

方
道
北

杜
富
士

見
線

北
杜
市
小
淵
沢
町

二
、
九
六
九
番
地
三

先
（
馬
術
競
技
場
入

口
交
差
点
）
か
ら
北

杜
市
大
泉
町
谷
戸

八
、
九
九
三
番
地
先

（
高
川
橋
東
詰
）
ま

で
の
両
側

七
、
二
〇
〇
車
両
（
原

付
・
け
ん

引
①
②
③

を
除
く
。）

　

五
〇

北
杜

平
成
二
九

年
一
二
月

七
日
告
示
第
一

五
七
号

別
表
第
十
四
の
八
七
一
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
七
一
主
要
地

方
道
甲

府
南
ア

甲
府
市
上
石
田
一
丁

目
一
四
番
三
〇
号
先

（
貢
川
交
番
南
交
差

四
、
四
〇
〇
車
両
（
原

付
・
け
ん

引
②
③
を

四
〇

甲
府
韮
崎

平
成
二
九

年
一
二
月

七
日



発
行
者　
　

山

梨

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
五
十
一
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

七
六
四

ル
プ
ス

線

点
）
か
ら
甲
斐
市
西

八
幡
四
、
五
三
三
番

地
先
（
農
林
高
校
北

交
差
点
）
ま
で
の
両

側

除
く
。）

告
示
第
一

五
七
号

別
表
第
十
四
の
一
、
五
五
九
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
、
五

五
九　

市
道

富
士
吉
田
市
大
明
見

一
丁
目
一
番
一
号
先

（
明
見
第
一
駐
在
所

前
交
差
点
）
か
ら
富

士
吉
田
市
小
明
見
三

丁
目
一
〇
番
五
三
号

先
（
県
道
と
市
道
と

の
丁
字
路
交
差
点
）

ま
で
の
両
側

二
、
一
九
〇
車
両
（
原

付
・
け
ん

引
②
③
を

除
く
。）　

四
〇

富
士

吉
田

平
成
二
九

年
一
二
月

七
日

告
示
第
一

五
七
号

別
表
第
十
四
の
一
、
七
五
〇
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
、
七

五
一　

国
道
五

二
号

甲
府
市
中
央
一
丁

目
一
一
番
二
〇
号
先

（
相
生
歩
道
橋
交
差

点
）
か
ら
甲
府
市
上

石
田
一
丁
目
一
四
番

三
〇
号
先
（
貢
川
交

番
南
交
差
点
）
ま
で

の
両
側

一
、
六
四
〇
車
両
（
原

付
・
け
ん

引
①
②
③

を
除
く
。）

　

五
〇

甲
府

平
成
二
九

年
一
二
月

七
日

告
示
第
一

五
七
号

別
表
第
十
六
の
四
、
四
一
〇
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
、
四
一
〇　

　

削
除

　

甲
府　

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

別
表
第
十
六
の
七
、
二
八
二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
、
二
八
二　

　

削
除

　

甲
府　

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

別
表
第
十
六
の
一
一
、
九
二
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
一
、
九
二
四

　
　

町
道

南
巨
摩
郡
身
延
町
飯
富
二
、
二
二
九
番

地
一
先
（
国
道
五
二
号
と
町
道
と
の
丁

字
路
交
差
点
・
東
進
車
両
）

南
部　

平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

一
一
、
九
二
五
主
要
地

方
道
四

日
市
場

上
野
原

線

上
野
原
市
鶴
島
四
、
四
八
四
番
地
一
九

先
（
主
要
地
方
道
四
日
市
場
上
野
原
線

と
市
道
と
の
丁
字
路
交
差
点
・
西
進
車

両
）

上
野
原
平
成
二
九
年
一
二

月
七
日

告
示
第
一
五
七
号

別
表
第
三
十
の
二
の
三
七
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
八　

　

主
要
地

方
道
甲

府
韮
崎

線

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
五
四
一
番

地
一
先

終
日

　

車
両
（
貨

物
集
配
中

の
貨
物
車

に
限
る
。）

甲
府
平
成
二
九
年

一
二
月
七
日

告
示
第
一
五

七
号

　
　
　
　
　
　

正　
　
　

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

○　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日
（
第
二
千
七
百
号
）

四
〇
六
下下
四終

わ
り
か
ら

十
一

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
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